




























































学科 児童教育 総合文化 心理 ジュニアスポーツ 計
１年生 28 ４ ５ ０ 37
２年生 ０ ０ ０ ０ ０
３年生 ０ ２ １ １ ４
４年生 ０ ３ ３ １ ７







































































































授業回 ２ ３ ４ ５ ６ ７（テスト）
分 野 式の計算不等式 絶対値・２次関数 ２次関数の最大最小 2次不等式・内心 ２次関数の応用 図形の性質
提出者数 39 40 35 25 26 42
提 出 率 93％ 95％ 83％ 60％ 62％ 100％
授業回 ８ ９ 10 11 12 13 14（テスト） 合計
分 野 三角比 三角形を解く 三角形の面積 命題・背理法 場合の数 整数の性質 総復習
提出者数 31 31 25 30 29 30 40 423

















































授業回 １ ２ ３ ４ ５ ６ ８
番 号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８
内 容 巨大数 １＝２ ひっ算 フィボ 重さ？ 命題 三平方 １マス
完解数 28 29 ３ 24 23 ６ 24 11
完解率 67％ 69％ 7％ 57％ 55％ 14％ 57％ 26％
半解数 11 ２ 36 － － ３ ２ －
誤答数 １ 10 ０ 10 10 17 １ 16
提出計 40 41 39 34 31 26 27 27
提出率 95％ 98％ 93％ 81％ 79％ 62％ 64％ 64％
未提出 ２ １ ３ ８ ９ 16 15 15
基礎力 〇 〇
発想力 〇 〇 〇
論理力 〇 〇 〇
〈②特別課題〉の提出・解答状況
授業回 ９ 10 11 12 13 15 計
番 号 ９ 10 11 12 13 14 15
内 容 新聞 作図 開平 暗号 ７進法 数列 面積
完解数 ４ 11 26 29 14 ９ 10
完解率 10％ 26％ 62％ 69％ 33％ 21％ 24％ 40％
半解数 － 10 １ － － 13 －
誤答数 30 ５ ２ ４ 20 ０ ６
提出計 34 26 29 33 34 22 16
提出率 81％ 62％ 69％ 79％ 81％ 52％ 38％ 73％
未提出 ８ 16 13 ９ ８ 20 26
基礎力 〇 〇 ４
発想力 〇 〇 ５

















































































課題12 ある暗号で 「ＡｃＧｈＥｉＣｃＤe」 が 「ウミノサチ」 を表すとき、「ヒラメ」を表し
たものは次の①～⑤のどれですか。
① ＡｂＪｊＣｄ ② ＦｊＤｄＤｇ ③ ＦｇＩｉＧｊ


































































日 月 火 水 木 金 土 合計
4月 19 20 21 ⑥ 22 23 ② 24 ① 25 9
26 ① 27 ④ 28 ① 29  ⑪ 30  1 ② 2 ① 44
5月 3 ① 4 ③ 5 ② 6  ⑪ 7 8 9 ① 18
10 11 12 ② 13 	 14 ① 15 ① 16 ③ 7
17 18 19 ③ 20 
 ③ 21 ② 22 ⑤ 23 ② 15
24 ③ 25 26 ① 27  ④ 28 ① 29 ⑤ 30 14
6月 31 1 2 ⑩ 3  ③ 4 5 6 13
7 8 ① 9 ① 10テ ⑩ 11 12 ② 13 14
14 15 16 17  18 19 20 0
21 ① 22 ① 23 ② 24  ⑩ 25 ⑦ 26 ⑥ 27 27
7月 28 29 30 1  2 3 ② 4 ① 3
5 6 ① 7 ④ 8対面 ⑮ 9 10 ③ 11 23
12 13 14 15対面 16 17 ① 18 1
19 20 21 ① 22対面 23 24 25 1
26 27 28 ⑥ 29テ  30 ⑤ 31 ④ 1 40
8月 2 ② 3 ③ 4 5  ⑦ 6 ① 7 8 13
9 10 11 ① 12 13 14 15 1
16 17 ① 18 ① 19 20 21 22 2
合計 ８ 14 41 99 43 32 ８ 245
率 ３％ ６％ 17％ 40％ 18％ 13％ ３％




























時刻 5:00 6:00 7:00 8:00 9:00 10:00 11:00 12:00
回数 ② ③ ⑤ ⑨ ②   ⑯
率 8％ 36％
時刻 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00 18:00 19:00 20:00
回数 ⑯ ⑬ ⑯ ⑲ ⑮ ⑫ ⑩ ⑨
率 26％ 19％
時刻 21:00 22:00 23:00 24:00 1:00 2:00 3:00 4:00
回数 ⑧ ⑩ ⑤ ① ① ① 0 0
率 10％ １％
二重線枠・・・授業時間帯
「数学」は、途中３回の対面授業の参加者は受講生の半数余りであり、３回の対面授業以外は
最後までTeamsによる授業を通した。Teamsの機能のうちで使ったのはチャットだけであっ
た。ということで、最もシンプルで厚みのない授業に対して受講者はどのような反応を示した
のか。もとより教材が難しいという意見は出ると思っていたが、意外に受講者の評価はありが
たいものであった。この「数学」の授業のねらい（目標）を直接説明していなかったのだが。
（１）受講生による【授業評価】
本学で実施された授業評価の「数学」に対する肯定的（？）な意見（自由記述）を紹介する。
以上の意見（感想）があった。「数学」の授業で課した２つの課題のうち〈テキスト課題〉
は詳細な解答冊子がついていたので、それがよかったとの感想もあったが、「面白かった」、
「よかった」という感想はおそらく15題の〈特別課題〉に対するものだと思われる。繰り返す
が、受講生には特別課題の答えは最後まで伝えなかった。対面授業で解説したときも、解答へ
の道筋を話し、「正解へのレールに乗れるよう導いただけ」であった。このように、終着駅に
は自分で行くしかない状況で、「自分で考えた」ことを満足している受講生がいたことが伝わっ
てくる。Teamsで「数学」の授業の目標の一つ「数学を考える」ことは何名かの意欲的な学
生が達成してくれたようである。私は一人でも多くの学生が、程度の差はあれども、自分で考
えることが楽しかったと感じてほしいと思っている。そのためには、授業をする側の熱意が直
に伝わる「対面授業」の方がより多くの学生に満足してもらえるのではないかと思えてしかた
がない。
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①質問するとすぐに返信が返ってくる点がとてもありがたかったです。
②公式の理屈などを知ることができて、理解が深まりました。
③基本的であるが初めて聞くような話がたくさん聞けて数学を楽しいとまた感じられて嬉しかっ
た。説明がとても分かりやすかった。
④基本的な問題だけでなく応用問題や少し変わった問題もあったため楽しみながら取り組めた。
⑤おもしろい問題ばかりでよかったです。
⑥復習や少しひねった問題ができてよかったです。
⑦高校の時にやった内容もあり良い復習になったと思いました。また、今までやったことのな
い問題もあり新しい考えが身に付いた感じがしました。
⑧当たり前だと思い込んでいたものにも疑問が持てるところが面白かったです。
⑨問題が解きやすいようにヒントを載せてくださったり、必要な連絡事項を伝えるのがとても
速くてマメで、とてもありがたかったです。
⑩数学はひたすら問題を解く授業なのかと思ったら、考えることがかなり必要でしたが、クイ
ズみたいで久しぶりに数学が楽しいと思えながらできました。
⑪ワークには載っていない工夫されたいろいろな問題を解くことができた。
⑫少し難しく感じた時もあったけど、数学に対して「ああ、こういう理論か！」と理解を深め
ることができました。
⑬たくさんの数学の問題を解き、応用編など基礎問題だけでなくていろんな問題を解くことが
できて楽しかったです。
⑭教科書から出ている問題は答え合わせができたのでよかったです。
（２）まとめ
これまでに明らかにしてきたことで、次の結論に至った。
① 学生の数学の基礎力にはかなりの差があることがTeamsでも確認できる。郵送で提出さ
れた問題の答案を見るとより鮮明になる。ただし、学生の理解度を把握しつつタイムリーな
助言を与えることは、同時期の授業でないと対応が困難である。
② 発想力・思考力を引き出すことは、学生に学習意欲があればTeamsで問題なくできる。
ただ、素晴らしい発想力の生じたことに対する熱いほめ言葉は直接に与えたいと思う。
③ 課題の正解の紹介と解説はTeamsでもできる。今回の授業では当初のねらいをもってし
なかった。Teamsでの解答解説になると学生は数学の相当長い文章を読むことになる。
④ ZOOMによる授業の場合、録画しておけば何度も見ることができて、学習の定着が図ら
れ、理解度も増すに違いない。しっかり理解したい学生には動画があることは大きな学習の
助けになり、学力向上につながるだろう。しかし、いつでも学習できるので、さあ授業だと
いう緊張感が薄れ、通学授業という講義形式が形骸化しないだろうか。
⑤ 数学の問題を解いた時の「感動」とまでは至らなくても、授業評価を見ると問題を考えた
ことの喜びは感じられたようだ。Teamsでも十分に効果があった。
⑥ 数学の授業評価を見ると、授業は対面でないといけないという意見がなかった。学生の柔
軟さが「コロナ禍だから」と遠隔授業を受け入れているのだろうか。私としては至極残念。
最後にもうひとつの感想を掲載する。これは、受講者に〈特別課題〉のどの問題が興味をも
てたかというアンケートに対する返信で、ある学生が３回目の対面授業（このあと再び
Teamsの授業に変更になった）に対する感想を記したい。
学校には教える側にとって本当にありがたい学生がいる。やはり、教員はやめられないと思
う。今後も遠隔授業が続くようでは、数学で感動してほしいという「熱」がTeamsなどの電
波では学生に伝導しないと考える。そして、私が私でなくなるんじゃないかとも思ってしまう
のだ。
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とても楽しく学ぶことができました。興味深く、考えて答えを導く楽しさを改めて思い出し
ました。公務員試験には数的推理もあります。頭の使い方など参考になる部分が多く、履修し
てよかったと思いました。授業は数回しかありませんでしたが、とても面白かったです。特に、
最後の正五角形の講義はお話すべて思い出せるほど大好きです。
